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神話の山に産廃処分場

住
民
の
総
意
な
し
に
進
む
計
画

熊
本
・
山
都

梅
雨
明
け
直
後
の
、
熊
本
県

山
都
町
。
日
本
書
紀
に
登
場

す
る
神
話
「
天
孫
降
臨
」
の
舞

台
と
な
っ
た
宮
崎
県
・
高
千
穂

峰
に
連
な
る
山
間
地
に
あ
る

町
で
あ
る
。
そ
の
東
竹
原
地

区
に
あ
る
旧
家
で
、
栗
屋
克

範
さ
ん
(

)
が
、
嘆
息
交
じ
り

に
言
っ
た
。

「
時
代
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ

ず
、
目
先
の
利
益
に
と
ら
わ
れ

ず
、
孫
子
の
時
代
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
、
未
来
に
育
む
べ
き

も
の
は
何
な
の
か
、
み
ん
な
で

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
」

自
然
を
育
む
家
業
に
誇
り
を

持
っ
て
、
林
業
一
筋
に
４
０
０

年
続
く
栗
屋
家
の

代
目
。「
高

祖
父
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た

木
で
建
て
た
」と
い
う
屋
敷
の
、

黒
光
り
す
る
梁
や
柱
が
、
築
１

０
０
年
余
の
歳
月
を
物
語
る
。

家
の
周
囲
に
は
、
樹
高

㍍

を
超
え
る
樹
齢
４
０
０
年
も
の

ケ
ヤ
キ
や
ト
チ
の
大
木
が
そ
び

え
て
い
る
。
一
角
に
は
、
守
り

神
の
「
荒
神
様
」
が
祭
ら
れ
、

代
々
、
師
走
に
は
し
め
縄
を
飾

り
、
お
神
酒
を
さ
さ
げ
て
、
清

流
で
洗
っ
た
石
を
積
ん
で
き

た
。
歳
月
を
経
て
、
そ
れ
は
縦

横
２
㍍
、
高
さ
１
㍍
半
ほ
ど
の

石
積
み
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
数
百
㍍
の
と
こ

ろ
に
あ
る
峡
谷
に
、
産
業
廃

棄
物
処
理
場
建
設
の
話
が
持

ち
上
が
っ
た
の
は
、
昨
秋
だ
っ

た
。
水
面
下
で
用
地
買
収
が

進
ん
で
い
た
。

谷
か
ら
流
れ
出
た
川
は
五
ケ

瀬
川
に
合
流
し
、
天
照
大
神

が
隠
れ
た
と
さ
れ
る
「
天
岩

戸
」
で
知
ら
れ
る
高
千
穂
渓
谷

を
経
て
、
日
向
灘
に
注
ぐ
。

熊
本
市
内
に
本
社
を
持
つ
産

廃
業
者
に
よ
る
と
、
「
管
理
型

最
終
処
分
場
」
と
「
中
間
処
理

施
設
」
が
建
設
さ
れ
、
東
京
ド

ー
ム
４
個
分
ほ
ど
の
面
積
に
、

最
大
で
ド
ー
ム
２
・
４
個
分
の

産
業
廃
棄
物
を
埋
め
立
て
る
計

画
だ
。
埋
め
立
て
期
間
は

〜

年
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生

時
の
災
害
廃
棄
物
の
投
棄
も
、

視
野
に
入
れ
て
い
る
。

今
年
５
月
に
は
、
住
民
説
明

会
が
行
わ
れ
、
町
民
ら
約
１
２

０
人
が
出
席
。
「
地
下
水
の
汚

染
の
心
配
は
な
い
の
か
」「
（
地

震
な
ど
で
）
有
害
物
質
が
漏
れ

な
い
の
か
」
な
ど
の
懸
念
の
声

が
上
が
っ
た
。

業
者
側
は
、
土
壌
汚
染
防
止

用
の
遮
水
シ
ー
ト
を
設
置
し
、

廃
棄
物
に
触
れ
た
汚
染
水
は
、

浄
化
施
設
を
経
て
放
流
す
る
と

説
明
。
今
後
、
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
が
行
わ
れ
る
が
、
遮
水
シ

ー
ト
の
耐
久
性
は
未
知
数
だ
。

地
区
住
民
は
今
年
１
月
、
克

範
さ
ん
を
代
表
に
「
東
竹
原
産

廃
阻
止
期
成
会
」
を
結
成
。
地

域
に
は
、
「
大
自
然
を
そ
の
ま

ま
に
」
と
記
さ
れ
た
の
ぼ
り
旗

が
立
ち
並
ぶ
。

「
確
か
に
、
産
廃
処
分
場
は

ど
こ
か
に
必
要
に
な
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
が
豊
か
な
自
然
や
水

源
涵
養
力
に
満
ち
、
有
機
農
業

を
地
域
活
性
の
柱
に
据
え
た
こ

の
町
で
あ
る
理
由
を
、
受
益
者

も
含
め
て
全
員
で
見
直
す
こ
と

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
」

「
悲
し
い
の
は
、
町
内
で
も
、

水
系
が
異
な
る
地
域
で
は
関
心

が
薄
い
こ
と
で
す
。
沖
縄
基
地

問
題
や
原
発
の
問
題
も
し
か

り
。
『
自
分
の
と
こ
ろ
に
関
係

な
け
れ
ば
、
し
ょ
う
が
な
い
』

と
い
う
空
気
を
感
じ
ま
す
」

ケ
ヤ
キ
の
木
を
見
上
げ
て
、

克
範
さ
ん
が
頭
を
振
っ
た
。

私
が
、
初
め
て
山
都
町
を
訪

れ
た
の
は
、
２
０
１
４
年
の
初

夏
だ
っ
た
。

「
山
都
町
に
『
日
本
国
』
と

い
う
地
名
の
一
角
が
あ
る
。

今
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
す
み
か

に
な
っ
て
い
る
」
。
熊
本
に

住
む
友
人
の
話
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

そ
こ
は
、
過
疎
と
高
齢
化
の

波
に
洗
わ
れ
る
典
型
的
な
中
山

間
地
だ
っ
た
。
漂
泊
の
俳
人
、

種
田
山
頭
火
の
句
「
分
け
入
っ

て
も
分
け
入
っ
て
も
青
い
山
」

の
舞
台
と
な
っ
た
緑
豊
か
な
山

々
も
、
戦
後
の
乱
伐
で
荒
廃
。

エ
サ
と
な
る
広
葉
樹
の
減
少
も

一
因
と
な
っ
て
、
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
が
里
に
下
り
、
獣
害
の
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

棚
田
百
選
に
選
ば
れ
た
田
園

も
、
年
を
重
ね
る
ほ
ど
に
耕
作

放
棄
地
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
残
っ
た
田
畑
は
こ
と
ご
と

く
、
獣
害
よ
け
の
電
気
の
柵
に

囲
ま
れ
て
い
る
。

日
本
国
の
あ
る
島
木
地
区
の

暮
瀬
集
落
を
再
訪
し
た
の
は
、

７
月
１
日
だ
っ
た
。

集
落
の
守
り
神
の
御
大
師
様

が
祭
ら
れ
て
い
る
太
子
堂
に

は
、
住
民
が
集
い
、
先
祖
代
々

「
お
籠
り
」
を
続
け
て
き
た
。

田
植
え
や
稲
刈
り
、
草
刈
り
や

普
請
作
業
か
ら
冠
婚
葬
祭
の
手

伝
い
ま
で
、
お
籠
り
の
席
で
住

民
の
総
意
で
決
め
て
き
た
歴
史

が
あ
る
。

「
田
舎
は
公
助
の
手
当
は
薄

か
ば
っ
て
ん
、
こ
こ
で
は
、
共

助
や
自
助
は
当
た
り
前
。
き
れ

い
な
水
と
田
畑
が
あ
る
限
り
、

何
が
起
こ
ろ
う
と
、
都
会
の
人

ほ
ど
う
ろ
た
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
」

集
落
の
顔
役
の
岩
田
一
昭
さ

ん
(

)
の
言
葉
で
あ
る
。

暮
瀬
の
お
籠
り
の
翌
日
、
町

役
場
が
あ
る
浜
町
の
高
台
に
あ

る
桑
鶴
神
社
を
訪
ね
た
。

雑
草
の
生
い
茂
る
参
道
を
上

る
と
、
樹
齢
３
０
０
年
の
杉
の

大
木
の
傍
ら
に
社
が
あ
っ
た
。

伝
承
に
よ
れ
ば
、
決
め
事
を
す

る
際
、
こ
の
地
方
の
神
々
が
そ

の
枝
々
に
集
結
。
全
会
一
致
に

至
る
ま
で
協
議
を
尽
く
し
た
と

さ
れ
、
「
異
議
無
原
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。

そ
し
て
２
０
２
２
年
初
夏
。

住
民
の
総
意
と
は
程
遠
く
、
産

廃
建
設
計
画
が
進
ん
で
い
る
。

【
客
員
編
集
委
員
・
萩
尾
信
也
】

‖
原
則
毎
月
第
３
火
曜
掲
載

太子堂のお籠りに集まっ

た暮瀬集落の住民たち

樹齢400年のケヤキの大木を見上げる栗

屋克範さん‖いずれも熊本県山都町で


